
主な内容 ２・３面…代表質問 ３・４面…一般質問 ５～７面…予算特集 ８面…可決された議案ほか

公
共
交
通
機
関
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

更
な
る
推
進
を
求
め
る
意
見
書
を
可
決

今
回
の
定
例
会
で
は
、
区
長
の
所

信
表
明
を
受
け
、
５
会
派
か
ら
の
代

表
質
問
と
、
９
名
の
議
員
か
ら
の
一

般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
２３
年
度
�
飾
区
一
般

会
計
予
算
を
は
じ
め
と
す
る
区
長
提

出
議
案
３１
件
と
、
公
共
交
通
機
関
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
更
な
る
推
進
を

求
め
る
意
見
書
な
ど
、
議
員
提
出
議

案
４
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
意
見
書
（
要
旨
）

今
回
の
定
例
会
で
は
次
の
意
見
書
３
件
を
可
決
し
、関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

（
件
名
の
下
の
分
は
意
見
の
分
か
れ
た
意
見
書
で
す
。各
会
派
の
賛
否
は
８
面
に
掲
載
）

公
共
交
通
機
関
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
更
な
る
推
進
を
求
め
る
意
見
書

本
格
的
な
高
齢
社
会
を
迎
え
た
こ
と
で
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
社
会
・
経
済
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
で

き
る
社
会
の
構
築
が
益
々
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
障
害
者
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
し
な
が
ら
、
自
立
し
、
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
に
も
公
共
施
設
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
政
府
は
、
こ
れ
ま
で
平
成
１８
年
に
制
定
さ
れ
た
「
高
齢
者
、

障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
）
」
に
基
づ
き
、
１
日
の
平
均
利
用
者
数
が
５
千
人

以
上
の
鉄
道
駅
や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
に
つ
い
て
、
平
成
２２
年
ま
で
に
す
べ
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
み
を

進
め
て
き
た
。
し
か
し
、
例
え
ば
鉄
道
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
進
捗
率
は
約
７７
％
（
平
成
２２
年
３
月
末
現
在
）
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
、
新
た
な
政
府
目
標
を
定
め
た
上
で
、
政
府
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業
者
の
連
携
強
化
を
図
り
つ
つ
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
公
共
交
通
機
関
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
更
に
推
進
す
る
よ
う
、
次
の
事
項
の
実
施
を
強
く
求
め
る
も
の

で
あ
る
。
�
新
た
な
政
府
目
標
を
早
急
に
定
め
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業
者
の
理
解
を
得
る
よ
う
周
知
徹
底
に
努
め
る
こ
と
�
市
町

村
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
の
作
成
が
更
に
進
む
よ
う
、
未
作
成
地
域
を
中
心
に
、
実
効
性
の
あ
る
よ
り
き
め
細
か
い
啓
発

活
動
を
行
う
こ
と
�
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
に
配
慮
し
、
補
助
等
の
支
援
措
置
を
充
実
さ
せ
、
特
に
、
鉄
道
駅
の
ホ
ー
ム
に
お

け
る
転
落
防
止
効
果
が
期
待
さ
れ
る
ホ
ー
ム
ド
ア
（
可
動
式
ホ
ー
ム
柵
）
設
置
に
関
す
る
補
助
を
充
実
す
る
こ
と
�
身
体
障
害
者
や

要
介
護
者
な
ど
移
動
制
約
者
の
福
祉
輸
送
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
福
祉
タ
ク
シ
ー
や
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
普
及
に
努
め
る
こ
と

若
者
の
雇
用
対
策
の
更
な
る
充
実
を
求
め
る
意
見
書

今
春
卒
業
見
込
み
の
大
学
生
の
就
職
内
定
率
は
、
昨
年
１２
月
１
日
時
点
で
６８
・
８
％
に
と
ど
ま
り
、
調
査
を
開
始
し
た
平
成
８
年

以
降
で
最
悪
と
な
っ
た
。
日
本
の
将
来
を
担
う
べ
き
若
者
の
人
生
に
と
っ
て
厳
し
い
問
題
で
あ
り
、
経
済
・
社
会
の
活
力
低
下
と
い

う
点
か
ら
見
て
も
大
変
憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
る
。
景
気
低
迷
が
長
引
く
な
か
、
大
企
業
が
採
用
を
絞
り
込
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
学
生
は
大
企
業
志
向
が
高
く
、
一
方
、
採
用
意
欲
が
高
い
中
小
企
業
に
は
人
材
が
集
ま
ら
な
い
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
雇
用

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
（
不
適
合
）
が
就
職
内
定
率
低
下
の
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
政
府
は
、
こ
う
し
た
事
態
を
深
刻
に
受
け
止
め
、

今
こ
そ
若
者
の
雇
用
対
策
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
特
に
、
都
市
部
で
暮
ら
す
学
生
が
地
方
の
企
業
情
報
を
求
め
て
も
、

地
方
に
所
在
す
る
多
く
の
中
小
企
業
は
資
金
的
余
裕
が
な
い
な
ど
の
理
由
で
事
業
内
容
や
採
用
情
報
な
ど
を
提
供
で
き
て
お
ら
ず
、

都
市
と
地
方
の
雇
用
情
報
の
格
差
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
若
者
の
雇
用
確
保
と
地
元
企
業
の
活
性
化
の
た
め
に
も
自
治
体
が
行
う
中

小
企
業
と
学
生
を
つ
な
ぐ
「
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
」
に
積
極
的
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
、
雇

用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
を
は
じ
め
と
す
る
若
者
の
雇
用
対
策
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
次
の
事
項
を
早
急
に
決
定
・
実
施
す
る
よ
う

強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
�
人
材
を
求
め
る
地
方
の
中
小
企
業
と
学
生
を
つ
な
ぐ
た
め
の
「
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
」
を
自
治
体
が
積

極
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
�
都
市
と
地
方
の
就
職
活
動
費
用
の
格
差
是
正
と
と
も
に
、
ど
こ
で
も
情
報
を
収
集
で
き

る
よ
う
就
活
ナ
ビ
サ
イ
ト
の
整
備
等
を
通
じ
て
地
域
雇
用
の
情
報
格
差
を
解
消
す
る
こ
と

尖
閣
諸
島
領
海
侵
犯
事
件
の
不
起
訴
処
分
に
抗
議
し
、
万
全
の
領
域
警
備
を
求
め
る
意
見
書

分

昨
年
９
月
に
発
生
し
た
尖
閣
諸
島
領
海
侵
犯
事
件
に
つ
い
て
、
那
覇
地
検
は
１
月
２１
日
、
漁
船
を
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
に
衝
突

さ
せ
た
中
国
人
船
長
を
不
起
訴
（
起
訴
猶
予
）
処
分
と
し
た
。
重
大
か
つ
悪
質
な
事
件
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
起
訴
処
分
と

し
た
こ
と
は
、
今
後
、
同
様
の
事
件
が
発
生
し
た
際
の
前
例
を
残
す
こ
と
と
な
り
、
到
底
こ
の
措
置
に
納
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

昨
年
の
事
件
は
わ
が
国
の
領
域
警
備
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
大
き
く
損
な
わ
せ
て
い
る
。
わ
が
国
は
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
、
世
界

第
６
位
の
排
他
的
経
済
水
域
を
誇
っ
て
お
り
、
豊
か
な
海
と
６
千
８５２
か
ら
な
る
島
嶼
の
安
全
確
保
は
、
わ
が
国
に
と
っ
て
死
活
的
に

重
要
な
国
益
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
、
昨
年
の
尖
閣
諸
島
領
海
侵
犯
事
件
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
海
上
保
安
庁
の

巡
視
船
に
対
す
る
衝
突
等
に
よ
る
わ
が
国
の
被
害
を
公
表
し
、
わ
が
国
の
領
土
・
主
権
を
毅
然
た
る
態
度
で
守
る
意
思
を
内
外
に
明

確
に
す
る
た
め
、
領
域
警
備
に
関
す
る
必
要
な
法
整
備
を
速
や
か
に
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
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